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8.6 景観 

8.6.1 調査事項 

調査事項は、表 8.6-1に示すとおりである。 

表8.6-1 調査事項 

区 分 調査事項 

ミティゲーショ

ンの実施状況 

・海や川といった既存の水辺空間とカヌーコースによる水辺空間とのバランスの取れ

た配置、デザイン計画とする。 

・計画地外周部のクロマツ植林は既存緑地として保全する。計画地の北側には、高木

植栽により、水再生センターや駐車場への視界をコントロールする。また、計画地

内には、新たに高木約280本、中木約240本、低木約2,840本の樹木を植栽するほか、

それ以外にも約12,750m2の張芝等の地被類を植栽することで、広々とした空間を創

出する。 

 

8.6.2 調査地域 

調査地域は、計画地及びその周辺とした。 

 

8.6.3 調査手法 

調査手法は、表 8.6-2に示すとおりである。 

表 8.6-2 調査手法 

調査時点 施設完成後とした。 

調 
査 
期 
間 

ミティゲーション

の実施状況 
施設完成後とした。 

調 
査 
地 
点 

ミティゲーション

の実施状況 
計画地及びその周辺とした。 

調 
査 
手 
法 

ミティゲーション

の実施状況 
現地調査(写真撮影等)及び関連資料の整理による方法とした。 
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8.6.4 調査結果 

(1) 調査結果の内容 

1) ミティゲーションの実施状況 

ミティゲーションの実施状況は、表 8.6-3に示すとおりである。なお、景観に関する問合せ

はなかった。 

表8.6-3 ミティゲーションの実施状況 

ミティゲーション 実施状況 

・海や川といった既存の水辺空間とカヌーコー

スによる水辺空間とのバランスの取れた配

置、デザイン計画とする。 

葛西臨海公園や隣接する海・川といった周辺の景観に配慮

し、カヌーコースを西側に配置したほか、管理棟はフィニッ

シュプールに沿って南北に長い配置とした。また、管理棟（写

真8.6-1及び2）は、大きな庇により水平性を強調した。 

・計画地外周部のクロマツ植林は既存緑地とし

て保全する。計画地の北側には、高木植栽に

より、水再生センターや駐車場への視界をコ

ントロールする。また、計画地内には、新た

に高木約 280 本、中木約 240 本、低木約 2,840

本の樹木を植栽するほか、それ以外にも約

12,750m2 の張芝等の地被類を植栽すること

で、広々とした空間を創出する。 

計画地外周部のクロマツ植林（写真8.6-3）を既存緑地と

して保全した。 

また、植栽の状況については、整備後に現地確認及び緑化

図による確認を行い、今後のフォローアップ報告書において

報告する。 

 

  
写真 8.6-1 管理棟 写真 8.6-2 管理棟（庇部分のアップ） 

 

 

写真 8.6-3 計画地外周部のクロマツ  
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